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11 月 1 日　茸山に行ってみたけれど・・・

　今朝ネットニュースをチェックしていると、高梁市あたりでは最近になってマツタケが
急に出始めているというのを見ました。ずっと晴れの日が続いていますが、10月27日に
は、短時間でしたが、雹を伴って激しい雨が降りました。もしかしたら・・・と思って、
妻と一緒に茸山に行ってみました。しかし、残念ながらマツタケはおろか雑茸も全然生え
てなくて、気配さえありませんでした。
　今日もブドウ園に行って、ビニールを固定したいた紐（マイカ線）を片づけていました。
片づけるといっても、地面に触れないように、トンネルメッシュに縛りつけておくだけで
す。マイカ線が地面に触れる状態だと、獣が来て齧ってしまうので、その対策です。
　この作業をしている時に、ブドウを1房採り忘れていたのを発見しました。季節外れの
ブドウに、何となく得した気分です。

11 月 2 日　足が痛~い！

　昨日から足に痛みを感じるようになりました。とは言え、昨日の朝は茸山に行ったくら
いなので、それほどではありませんでしたが、夕方から痛くなりました。階段を上り下り
する時には、手摺りが必要です。今朝は本当に痛くて、どうにも堪らない感じでした。
　痛いのは、昨年骨折した左足の踵ではなく、健常な筈の右足の踵の辺りです。踵が痛い
ので、立っていられない程です。つま先立ちすると幾分楽な感じなので、歩く時には、右
足はつま先を使っています。病院に行こうかと思ったのですが、よくよく考えてみる
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と・・・これは何年か前に経験した「痛風」の発作ではないかと思うのです。それな
ら・・・痛み止めにロキソニンを飲んで安静にしていれば、二三日で治るような気がしま
す。
　今日は何処にも行かずに、無線小屋に籠っていました。長らくOQRSでのQSL 請求を
していなかったので、W8Sをはじめ 8 局のQSLを請求しました。16 ユーロ＋16ドルか
かりました。円安なので、以前よりもお高くつきました。
　その他、インドアでできることとして、430MHz 帯で使う EME用アンテナのシミュ
レーションをして遊びました。エレメントの長さを少しづつ変えて、インピーダンスが
マッチするようにしました。DK7ZBの 430MHz 帯用23エレ八木をベースにしましたが、
ラジエータの太さを10㎜にし、それ以外のエレメントの太さを 6㎜に変更しました。オ
リジナルは12㎜と 8㎜でしたので、パイプを細くしたことが原因なのか、インピーダン
スマッチング重視でエレメントの長さ変えた為なのか、ゲインは19dBdから18.75dBd
に下がり、F/B 比は38dBから35.7dBに下がりました。EMEに使用する場合、F/B 比は
重要なんでしょうか？ゲインがソコソコあって、インピーダンスマッチングできていれば
良いんじゃない？っていう安直な考えで進めてみようと思います。
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11 月 3 日　ブーム補正を求める実験

　2年前に、430MHz 帯用自作アンテナのブーム補正を求める実験をやっていましたが、
記憶が色褪せてきたきたので、過去の記録をもとに再確認する作業をしました。実験には、
①アンテナシミュレータ(4nec2)と② VNA（VNA-uhf)および③リアルな 4エレ八木（自
作品）を用いました。
　まず、リアルな 4エレ八木のエレメントの寸法を計測しました。アンテナの主要な部材
は、次の通りです。ブーム：25x25mmアルミ角パイプ、ラジエータ（ドリブンエレメン
ト）：φ10mmアルミパイプ、反射器および導波器：φ6 ｍｍアルミパイプ　寸法は、別
表参照。
　次に、VNA-ufhを用いて、実際のアンテナの周波数特性を測定しました。図からわか
るように 431.6MHz 付近で共振しています。DK7ZBタイプのQマッチにより28オーム
から 50オームにインピーダンス変換しているので、50Ω 基準で SWRを表示しています。

　シミュレータを使って、ブーム補正の値を変化させながら、リアルモデルの測定結果と
一致するブーム補正の値を探し出しました。 
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　以下に 4nec2のデータファイル（テキスト）を示します。BCの値を変化させて、
BC=12.5 ｍｍにした時に、VNAで測定した周波数特性と非常に良く一致したので、ブー
ム補正の値は12.5 ｍｍであると結論付けました。つまり、アンテナ製作時には、シミュ
レーションで用いたエレメントの長さにBCの値だけ長くすればよいのです。
CM 4element Yagi for 70cm band by DK7ZB
CM Based on Real model fr = 431.5MHz
CM Boom correction for 25x25mm SQR Al pipe
CE
SY BC=12.5mm
SY Ref=352mm-BC
SY Rad=334mm-BC
SY E1=321mm-BC
SY E2=314mm-BC
SY D0=80mm
SY D1=190mm
SY D2=330mm
SY R1=3mm
SY R2=5mm
SY RadOffset=7mm
SY H=000mm
GW 1 15 0 -Ref/2 H 0 Ref/2 H R1
GW 2 15 D0 -Rad/2 H+Radoffset D0 Rad/2 H+Radoffset R2
GW 3 15 D1 -E1/2 H D1 E1/2 H R1
GW 4 15 D2 -E2/2 H D2 E2/2 H R1
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GE 0
GN -1
EK
EX 0 2 8 0 1 0 0
FR 0 10 0 0 432.0 0.2
EN
　ブーム補正の値は、ブームの形状だけではなく、エレメントパイプの径や位置関係によ
り左右されるので、どんなケースにでも当てはまるものではありませんが、少なくとも、
この 4エレ八木のリアルモデルに使用した部材を用いて、23エレに拡張する場合には適
用できると考えています。
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11 月 4 日　432MHz 用 23 エレ八木アンテナの製作に着手

　昨日、ブーム補正の実験をしたので、安心して23エレ八木アンテナの製作に着手しま
した。一昨日のブログで紹介いるように、シミュレーションでは良い結果が得られていま
す。ブームはに25x25㎜のアルミ角パイプ（肉厚 2.5㎜）を使用します。定尺 4mのパイ
プに1.8m足して 5.8mのブームを作りました。20x20mm（肉厚 2.5mm)のアルミ角パ
イプ長さ 600㎜を継ぎのあたりに芯として入れました。
　まずは、エレメントの支持器を取り付けるための穴をシミュレーションした通りの間隔
で穴明けしました。垂直偏波と水平偏波を同時受信できるように、ブームの上部と片側の
側面の両方に穴を開けました。DK7ZBの23エレ八木は放射器と第 1導波器との間隔が
一番狭いので、この分で、エレメント支持器が干渉しないかどうか、実際に取り付けてみ
て、大丈夫なことを確認しました。
　エレメントは 4本づつ仮に取り付けてみました。明日は、水平偏波のエレメントだけで
も取り付けて、インピーダンスなどを測定したいと思います。

11 月 5 日　432MHz 用 23 エレ八木の設計検証

　昨日から製作に着手した 432MHz用23エレ八木アンテナにエレメントを取り付けて、
インピーダンスマッチングが取れているかどうか簡単に測定してみました。裏庭でエレメ
ントを取り付けた後、そのままの状態で nanoVNA-Hを使用してインピーダンスや SWR
を測定しました。 
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　鉄製フレームのテーブルから20㎝位浮かせているという設置状況にも関らず、
SWR=1.19＠432MHzでした。これには、ちょっとびっくりしました。宜しいんじゃあ
ないでしょうか？！　後日、もう少し広い場所で、VNA-uhfを使ってインビーダンスや
SWRなど特性を測定してみようと思います。
　寸法や製作方法に関して特に問題なさそうなので、次のステップとして、もう1本製作
して2パラ（垂直偏波のみ）にして EMEに使ってみたいと思います。
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11 月 6 日　7O8AD & 7O8AE Yemen

　二三日前から7O8ADおよび 7O8AEというコールサインで、アラビア半島の南西に位
置するイエメンからオンエアしています。私にとって、Yemenは LoTWで未コンファー
ムの内の一つなので、Wantedです。紙のQSLカードを1枚だけ持っていて、1990年 5
月27日にクウェートのグループによるDX ペディションである7O1AAと14MHz SSB
でQSOしたものです。現在行われているDX ペディションの中ではトッププライオリ
ティーなので、気に留めていてQSOのチャンスを窺っていました。
　まずは、11月 4日23:05Zに7O8AEと20mSSBでQSOできました。そして、今朝
11月 5日21:33Zに30mFT8で7O8ADとQSOできました。LoTWでは未コンファー
ムなので、どのバンドでもニューなので、できる限り多くのバンドニューをゲットしたい
と思います。

11 月 7 日　猿の群れがやって来た

　一週間程前から、ウチの近所に野猿の群れが滞在しているようです。11月1日に、我
が「室納モンキーセブン」が設置した罠で1頭の野猿を捕獲しましたが、今日は別場所に
設置した罠に2頭の野猿が入りました。近所の他の猟友会の方が設置した罠にも1週間程
前に2頭の野猿が入ったそうです。近頃は、柿などを餌として狙って出没しています。
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　近頃、野猿の首に発信機を取り付けて、野猿の群れの居場所を常時監視する取り組みが
されている話を耳にしました。この発信機はGPS 受信機を内蔵していて、位置情報を電
波で常時知らせることになっているようです。専用の受信機を使えば、野猿の群れがどこ
に居るのかを地図上に表示することができます。専用の受信機がなくても、FOXハン
ティングのようにして、群れの方向などを探知することも可能です。動物検知通報システ
ム用として142.9MHzの 5 波が割り当てられているようです。試しに、EME用の設備で
受信してみたところ、時報の音のような短時間で繰り返す電波を受信できました。FT8な
どと同じ F1Dの電波形式なので、FMよりも SSBで受信した方がより良く受信できます。
この周波数は、もともと猪の巻き狩りに使われるハウンドドッグの首に取り付けて、犬の
居場所＝猪の居場所を地図上に表示するシステム用として広く用いられているようなので、
受信した電波が野猿のモノなのか犬のモノなのかは、判別が難しいかもしれません。
　次のアンテナ工作のターゲットとして、142.9MHz用の手持ちできるアンテナを作って
みようかなぁ・・・と思ったりしました。
　ネットで調べてみると・・・サル用の発信機がありました！
https://www.tracking21.jp/wp/wp-content/uploads/2016/08/lt01-v1-1.pdf
　この資料によると、送信電力は10mW 以下で、電池は約 2.5年間使用できるそうです。
変調方式はMSKで1200bpsで、詳しくはARIB STD-T99で規定されていると思われま
すが、例によって規格書を入手するにはお金がかかるので、規格の内容にまでは踏み込め
ません。この規格は、国立国会図書館に蔵書されているようなので、足を運べば閲覧する
ことができると思いますが、何せ田舎から出ていくには足代がかかります。いくらデジタ
ル時代になっても、何でもロハという訳には行かないようです。

11 月 8 日　ハイエースに FF ヒーターを着けてみた

　次期キャンピングカーとして注文しているDUCATOが中々納車されません。そろそろ
納車されても良い時期なんだけど・・・と首を長くして待っています。今のハイエースは、
鮎釣り道具としてキャンピングカーに改造したものなので、冬の使用は全く考えていませ
んでした。実際、冬はずっと家の敷地内（露天）に駐車しっぱなしです。
　今度のDUCATOには、FFヒーターを取り付けて、冬でも出かけられるようにするつも
りで、既に FFヒーターは入荷しています。Youtubeなどを見ていると格安の FFヒー
ターには色々問題があるようなので、11月 5日に配達されると翌 11月 6日には試運転し
てみました。吹き出し口が欠品していたのと、リモコンが動作しなかった点を除き、概ね
良好に動作しました。燃料は灯油を使う予定なので、液肥が入っていた1リットルのポリ
容器を地面に置いて灯油を入れ、燃料ポンプで吸い上げるやり方で運転しました。
　DUCATOが来るまで待ちきれなかったので、ハイエースに FFヒーターを取り付けてみ
ました。DUCATOに取り付ける練習という意味もあります。今使っているハイエースの
荷室にはベッドや棚、流し台などが設置済みなので、簡単に取り付けられそうなドアのス
テップに設置しました。 
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　Youtubeなどでは FFヒーターの燃料ポンプの音がうるさいというコメントが散見され
ますが、私の購入したものには、燃料ポンプ用の防振ゴムが付属していたので、それを
使って固定すると気になる程の音ではありませんでした。取り付け完了後に試運転してみ
たところ、静かだし・・・あったかぁ～い！・・・こりゃぁ冬のお出かけや車中泊も乙な
ものかも？！（DC24VからDC12Vに変換しているDC/DC コンバータのファンの音の方
が余程うるさい！）
　P.S.　FFヒーターのリモコンが動作しない件は、ペアリングができていなかったことが
原因でした。ペアリングの方法を教えてもらって問題は解決しました。また、欠品してい
た吹き出し口は、後で送ってくれたので、この問題も解決しました。
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11 月 9 日　2 本目の 23 エレ八木アンテナを作る

　今日も良い天気だったので、2本目の23エレ八木アンテナを作りました。材料は全部
揃っているので、キットを組み立てるようなものです。ただし、墨入れ（ケガキ）や穴明
けおよび切断の自分でやる必要があります。忘備録として、工作の概要を記します。
1)ブームの製作
　ブーム本体は25㎜角厚さ2.5㎜のアルミ角パイプ（A6063)です。4mと1.8mを継ぎ
足して 5.8mのブームにします。継ぎ目の部分には20㎜角厚さ2.5㎜のアルミ角パイプ
(A6063)・長さ 600㎜を芯として挿入します。エレメント支持器用の穴を開ける前に接続
します。さもなけれ、穴明けした時のバリが邪魔になって挿入できなくなる恐れがありま
す。挿入する時には、5-56を塗布しました。ブームを継ぎ足す作業が終わったら、パイ
プの端にスケールを当てて、エレメント支持器用の穴明けのためにケガキをします。その
後、ドリルで下穴(Φ3.4mm)を開けて、M4のタップをたてました。
　とりあえずは、垂直偏波のみのアンテナとして使用するつもりですが、後で水平偏波の
エレメントを追加する予定なので、穴明けだけは垂直・水平の両方の分を用意しておきま
す。以下の表に穴明け位置の寸法を示します。（単位はすべてｍｍ）

2)エレメントの製作
　ラジエータ（輻射器）以外のエレメントは、Φ6㎜厚さ0.5㎜のアルミパイプで製作し
ます。前述の表の右端の欄に示す寸法（ブーム補正を見込んだ長さ）に、パイプカッター
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を使ってなるべく正確に切り出します。1mのパイプから3本のエレメントを切り出すこ
とができるので、1mのパイプが7本+α必要です。
　ラジエータはΦ10㎜厚さ1㎜のアルミ丸パイプを使用します。給電部にM3タップをた
てて電気的に接続するので、薄いものはお勧めできません。また、2本のパイプの間に
3D プリンタで製作したスペーサー（絶縁を兼ねる）を挿入するので、丸棒も好ましくあ
りません。ラジエータの部分は、ダイポールですが、スペーサを含めた長さが表にある寸
法になるようにアルミパイプを切り出します。スペーサでラジエータの内側間の距離が
2.5 ｍｍだったので、1本のラジエータの長さは(339.5-2.5)/2=168.5mmにしました。

3)エレメントの取り付け
　3D プリンタで製作したエレメント支持器を使って、各エレメントをブームに固定しま
す。エレメント支持器は2ピース構成で、エレメント（Φ6㎜アルミ丸パイプ）を挟み込
むようになっているので、エレメント支持器だけを最初に取り付けておき、後でエレメン
トを挿入してネジを締めます。
4)ラジエータと給電線の取り付け
　ラジエータ用支持器（3D プリンタで製作した自作品）にアルミパイプとスペーサーを
嵌め込んで、75Ωの同軸ケーブル（S-5C-FB-CA）を2本並列接続したQマッチの端を
卵ラグとM3ビスで接続します。アルミパイプには予めM3の雌ネジを作っておきます。
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11 月 10 日　10 バンド DXCC 完成!!　GreenCube に興味あり

　サイクル25と秋のDXシーズンおよびコロナ禍明けで盛り上がっているDX ペディ
ションに助けられて、6 ｍバンドでのQSO 数が100エンティティーを上回りました。こ
れで、10バンド目のDXCCが完成しました。紙の賞状を得るにはARRLにお金を払って
クレジットして貰い、申請する必要がありますが、誰に見せる訳でもないので、LoTWに
ログインして一人でこっそりと楽しむ分には無料です。とは言え、一つの区切りですから、
近日中に申請するつもりです。 
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　Challenge DXCCの次のステップは2500ですが、ちょこちょことバンドニューを積み
上げているので、来年の春までには2300にしたいと思っています。

　もう一つの目標は、2mおよび 70㎝バンドを含めた12バンドDXCCを完成させること
ですが、EMEだけでは、ちょっと難易度が高いなぁと感じています。そこで、DXCC      の  
ルール(Section I, Basic Rules)にもう一度目を通してみたところ、次のことが分かりま
した。

1)Challenge DXCCは160mから 6mまでの10バンドが対象

2)5バンドDXCCのエンドーズメントは160m・30m・17m・12m・6mおよび 2mの
6バンドが対象

3)Satellite DXCC(t項)の記述の見ると、「サテライトを使ったQSOは a)Mixedから
o)2Meterには適用されない」とある

　これを見てハッと気付いたのです。サテライトを使ったQSOは、p)70cmには言及さ
れていないので、70cm 以下（23cm/13cm/3cm)のDXCCにはサテライトを使っても良
いと解釈できます。今流行りのGreenCube(70cm)やOC-100(23cm for uplink)などの
衛星を使って SatelliteDXCCにチャレンジするDX サーも大勢いるでしょうが、私のよう
に12バンドでDXCCを完成させたいと考えている者には、これを利用しない手はありま
せん。尤も、月は天然の衛星なのです。（となると・・・6mや2mの EMEによるQSO
はサテライトを利用したものか？？なんだかややこしいので、この問題には蓋をしておき
ます。）

　日本ではQO-100は利用できませんが、GreenCube(IO-117）なら利用できます。俄
然、GreenCubeについて興味が湧いてきました。

11 月 11 日　クロスマウントの製作

　自作の八木アンテナなので、クロスマウントもついでに自作しました。4mm 厚のジュ
ラルミン(A2017)を150x200ｍｍにカットしてもらい、自分で穴を明けました。一応図
面を予め描きました。使用したCADは、SIEMENSの2D CADである"Solid Edge"（無
料）です。機械製図をするのなら、このCADが一番のおすすめです。毎日使うのならい
ざ知らず、1年に1回位の頻度で使うとなると使い方を忘れてしまうので、製図の基本に
忠実なCADの方が私には使い易いのです。
　このCADを使っていると、大学卒業後に日建設計に入社して図面を描いていた頃を思
い出します。その頃は、製図板（15度位に傾斜していてA0版の用紙が余裕で置ける）に
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T定規＋三角定規、消しゴムと鉛筆＋シャープペン、字消し板と丸描き（円のテンプレー
ト）とコンパスと三角スケール・・・これらが製図道具一式でした。なので、何か図を描
くときには・・・① T定規と三角定規を駆使して中心線や補助線を描く。②三角スケール
（寸法の入った定規）で所定の長さを計る。③外形線を描く。ということの繰り返しです。

　ブームとマスト（単管パイプ）への取り付けの様子を以下に示します。 
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　25mm 角のアルミパイプを20A用Uボルトで固定するために、サドルを3D プリンタ
で作りました。 

 　平板のジュラルミン板を丸パイプにガッチリ固定するために、Uボルトに下（板との
間）に固定金具が付いたタイプを使いました。 

11 月 12 日　7O73T Yemen on 80m

　11月3日から7O8AD(Ken: LA7GIA)と7O8AE（Shani: HA5DDX)がイエメンのソコ
トラ島からQRVしています。昨日までに 40/30/20/15mの各バンドでQSOできていま
すが、更にバンドニューを狙って朝方はローバンド（80/160m)に注目しています。今朝
も 6時過ぎに起床してDXクラスターに目を遣ると7O7ADが3570kHz(FT8)に出ていて、
同じ周波数に7O73Tが出ているというではありませんか！何じゃそりゃ！と思ってワッ
チを開始しましたが、多数の JA 局が呼んでいるのは見えましたが、肝心の相手方はちっ
ともデコードできませんでした。その内に7O73Tはデコードできるようになりました。
続けてデコードできる状態になったので、コールすると応答があり、目出度くQSOでき
ました。 
　7O8ADは、かの3Y0Jで成果を上げた Kenなので、clublogにログがアップロードさ
れていなくても、LoTWでコンファームできると期待していますが、7O73Tを
QRZ.COMで見るとOpはDima: RA9USUでQSL Via UA3DXとなっています。LoTW
でコンファームできるでしょうか？しかし、Culblogにもログがアップロードされている
ようですし、11月28日までQRVするようです。一方の7O8ADは16日までの予定なの
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で、それ以降も楽しませてもらえそうです。6mは別として、160/17/10mでもバンド
ニューをゲットしたいものです。 

　私にとっては Yemenは LoTWで未コンファーム（19エンティティー）の一つなので
貴重ですが、ClublogのMost Wanted Listを見ると Yemenの順位は意外と低く 44 位に
ランキングされています。ClublogのDX Analysisで調べてみると、ここ20年間で大規
模なDX ペディションが行われたのは、2012年に一度だけです。 

　更に色々調べてみると、OK2WX Vlad      が来年      1      月      25      日から      2      月      12      日まで      7O2WX      と  
して      QRV      する  とのことです。QTHは、いずれもソコトラ島です。ソコトラ島というのは
アラビア半島の南、アフリカの角と言われる地域の角の先にある島（諸島）なのですが、
一体何故なんでしょうか？イエメンは内紛が続いているようですが、島内は平安が保たれ
ているということなんでしょうね～。内紛が続いているシリアなどからは全くQRVが無
いのですから、アマチュア無線は平和のバロメーターです。ついでに、シリアのアクティ
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ビティーについて調べたところ、過去 12年間のQRVはゼロで、YK SyriaのMost 
Wante Listでのランキングは25 位でした。

11 月 13 日　今日から堆肥配り

　痛風の痛みが治まって来たので、ボチボチ農作業に取り掛かりました。堆肥を配るを今
日から始めました。午前中は警察署に用事があって出かけたので、午後 1時半頃から作業
を開始しました。4時半頃までに7本分の樹の株元に堆肥を配ることができました。ブド
ウの樹は全部で22本なので、約 1/3出来たことになります。あと2日もあれば作業は完
了するでしょう。
　堆肥は全部で3トンです。これを均等に配れるかどうか心配ですが、今日の作業では次
のように配分しました。4本亜主枝（WH）の樹（樹冠面積＝96 平方メートル）には、運
搬車 2回分（ただし1回には角スコップで30杯）とし、3本亜主枝の樹（樹冠面積＝72
平方メートル）には運搬車 2回分（ただし1回には角スコップで23杯）としました。
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11 月 14 日　TJ9MD Cameroon

　11月2日からMediterraneo DX ClubがアフリカのカメルーンにDX ペディションを
行っています。160mや 6mは別として、17/12/10mがバンドニューなので、このペ
ディションでゲットしたいと思って気に留めていました。2mEMEも11月7日および 8
日にワッチしましたが、デコードできませんでした。10mや17mでは割と簡単にQSO
できたのですが、12mは中々苦戦しました。DX ペディションは明日までです。今日も
17時頃から無線小屋でアンテナをロングパスに向けてワッチしていたところ、弱いなが
らもデコードできるようになったので、コールしたところ応答がありました。TJ9MDの
ホームページではリアルタイムにログが確認できるので早速チェックしたところOKでし
た。 
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11 月 15 日　堆肥配りを終え、ブドウの樹を伐る

　一昨日から始めた堆肥配りは、午前中の作業で終わりました。農業運搬車で2杯か3杯
分の堆肥が残りました。この堆肥は、来年の春にブドウの苗木を定植する時に使うまで、
このまま放置することにします。 
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　今日は、狩猟の解禁日だということをネットニュースで知りました。狩猟の許可は頂い
ていますが、狩猟に出かけたことがありません。有害鳥獣駆除の許可を得るためには、狩
猟免許を得ることが必須なので、仕方なく免許を受けているだけで、狩猟には興味があり
ません。午後から、野猿を捕獲するための罠に取り付けている標識を新しい許可証に基づ
いたものと取り替えて回りました。
　その後、ブドウ園に行って、ブドウの樹を1本だけ伐採しました。今年の春からシャイ
ンマスカットの苗木を1本だけ育てていて、来年の春にはちゃんとした場所に定植したい
ので、そのために色付きの悪いピオーネの樹を1本処分したのです。10年前に定植した
樹なので、まだ若い方ですが、シャインマスカットに品種を入れ替える予定です。伐って
しまうのは辛いのですが、リストラが必要なのです。

11 月 16 日　激安の ESP32 Devkit

　もうじき冬になるので、室内遊びの準備をしようと ESP32が搭載されたモジュールを
amazonで物色していたところ、DiyStudioというブランドで3枚入りで1498 円という
シロモノがあったので、ポチッとしました。ついでに 5 枚で755 円のブレッドボードも
購入しました。 

　早速ブレッドボードに取り付けてみたところ、「アレッ？！」。以前購入して使ってい
たHiLetGoの ESP32 Devkitよりもピン間が2.54mm 広くなっていて、ブレッドボード
に挿した時に一方のピンの列の信号は外部に配線できないことが判明しました。なんか、
やらかした感じです。直ぐに飛びつくからこんな事になるんです。しかし、ブレッドボー

24



ドを2枚くっ付けて、ブレッドボードを跨ぐように ESP32モジュールを挿入すれば何と
か使えそうです。とは言え、従来品（HiLetGo製）のリプレースには使用できません。一
から作るプロジェクトなら問題ないでしょう。
　世間では物価が上昇したとかなんとか囁かれていますが、この手のモジュールはとても
安くなっています。1990年代に秋月電子で購入していたAKI-80(Z80搭載のモジュー
ル）が当時3000円位していたと思います。AduinoNANOも現行商品ですが、純正品は
秋月では3560円もします。AliExpressではArduinoNANOのクローンが100円以下で
販売されていますので、正に Stamp（切手）並みです。Arudinoは、ちょっとした工作
には使えるのですが、ESP32の方がCPUパワーにおいて桁違いに勝っていますし、WiFi
やBluetooth、UARTが3ch、DACもあって何にでも使えそうなので、ついつい、こちら
を選択してしまいます。秋月電子にはオリジナルの      ESP32      モジュール  があり、800円で
す。リピート購入する予定がある場合、こちらの方が良さそうです。

11 月 17 日　PR0T Trindade Is.

　今日から3日間の予定で、ブラジルの3つのセパレートエンティティーの一つである
PY0TからDX ペディションが行われます。既に、上陸して今朝からQRVしているようで
すが、残念ながら未だ聞こえません。PY0Tは LoTW 未コンファームの19エンティ
ティーの内の一つなので、是非今回のDX ペディションでATNOをゲットしたいところで
す。しかし、3日間という短期間で、しかも地球の裏側という地理的なハンディキャップ
もあるので、どうなることやら・・・。 

　VOACAPでコンディションを見たところ、20/17/15/12/10mバンドでは可能性があ
りそうです。殆ど地球の真裏なので、大圏地図ではどの方角がショートパスなのか判別で
きません。データによると、ショートパスが324°でロングパスは144°です。チャートで
はロングパスの方が良さそうですが、このような場合、ショート・ロングというありふれ
たパス以外の方角から聞こえても不思議ではありません。例えば、南西方向などは、大洋
が多く伝播損失が少なそうなので、可能性はあると思います。 
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11 月 18 日　ESP32 で RS485 通信

　今日は雪がチラつくような寒い日だったので、DX ペディション局 PR0Tをワッチしな
がら、無線小屋でプログラミングをして遊びました。
　今日のテーマはRS485通信です。秋月電子で LTC485CN8というRS485ドライバ・
レシーバ ICを購入していたので、先日購入した ESP32 Devkitとコンビで使えるように
ブレッドボードに配線しました。通信なので、2個作成して PCも2台用意しました。一
方の PCがクライアント、他方の PCがサーバーという想定です。クライアントからコマ
ンドを送ると、サーバーからレスポンスが返るというものです。クライアント側の PCで
ターミナルソフトを使い、コマンドラインから"hello"と入力すると、サーバーから
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は"goodbye"と返ってきてターミナルに表示されます。同様に、"abc"と入力すれ
ば"xyz"と表示されます。それ以外の単語が入力されてもサーバーから何も返信しません。
　ESP32を用いたのは、シリアルポートが3chあるからです。Serial1はUSBシリアル
経由でコンソールとして、Serial2をRS485として使います。RS485は1ペアの信号線
で半二重通信方式なので、送受の切替が必要なので、そのために ESP32のGPIO0を使い
ます。
　以下にクライアント側のソースコードを示します。
// This example demonstraits how to use the serial port2 for RS485.
// We need the terminal software using USB COM port connected to the serial 
port 1.
// redirect the chars from serial-1 to serial-2
// print the chars from serial-2
// Author: H.NAMVA, created on 2023.11.18
// Serial port1 Pin number
int RX_PIN = 16;
int TX_PIN = 17;
int TxEN = 0; // for RS-485 Driver/Reciver
void setup() {
  pinMode(TxEN, OUTPUT);
  Serial.begin(115200);
  Serial2.begin(38400, SERIAL_8N1, RX_PIN, TX_PIN);
}
void loop() {
  // read from port 2, send to port 1 (console out):
  if (Serial2.available()) {
    String fromLine = Serial2.readStringUntil(0x0a);
    Serial.println(fromLine);
  }
  delay(1);
  // read from port 0, send to port 2:
  if (Serial.available()) {
    String fromConsole = Serial.readStringUntil(0x0a);
    digitalWrite(TxEN, HIGH);
    Serial2.println(fromConsole);
    Serial2.flush();
    digitalWrite(TxEN, LOW);
  }
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  delay(2);
}
　以下にサーバー側のソースコードを示します。
// This example demonstraits how to use the serial port2 for RS485.
// The server is waiting for the messages from RS485 assigned as serial port-2.
// The message will be send over the serial-2 when a particular token was 
received.
// Author: H.NAMVA, created on 2023.11.18
// RS485 serial port pin nuber
int RX_PIN = 16;
int TX_PIN = 17;
int TxEN = 0; // Enalbe(High)/Disable(Low) control signal for RS485 Driver
void setup() {
  pinMode(TxEN, OUTPUT);
  Serial.begin(115200);
  Serial2.begin(38400, SERIAL_8N1, RX_PIN, TX_PIN);
  Serial2.setTimeout(10);
}
void loop() {
  // read from port 2, send to port 0:
  if(Serial2.available()){
    String fromLine = Serial2.readStringUntil(0x0a);
    if (fromLine.indexOf("hello")>=0){
      Serial.println("find hello");
      Serial2TX("goodbye");
    }else if(fromLine.indexOf("abc")>=0){
      Serial.println("find abc");
      Serial2TX("xyz");
    }else{
      Serial.print("Unknown token: ");
      Serial.println(fromLine);
    }
  }
  delay(2);
}
void Serial2TX(String TXmsg) {
  digitalWrite(TxEN, HIGH);
  Serial2.println(TXmsg);
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  Serial2.flush();
  digitalWrite(TxEN, LOW);
}
　写真を以下に示します。右側がクライアント側で、左側がサーバー側です。サーバー側
には、次のテーマのためにMPU9250という加速度・ジャイロ・地磁気センサーのモ
ジュールを取付けています。

11 月 19 日　UDP のテストツール

　現在開発中のプロジェクトでは、UDPパケットを用いてWiFiで ESP32と通信する予
定です。ステップバイステップで製作を進めていますが、各ファンクションブロックが
ちゃんと機能することを確かめるために、UDPパケットを送って、そのレスポンスを確
認するためのツールを作成しました。一回こっきりのノミプロとして作っても良かったの
ですが、汎用性を持たせて将来の製作にも役立つようなツールにしました。GUIは次のよ
うなものです。 
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　送信先の IPアドレスとUDPポートおよび送信するメッセージを各テキストボックスに
入力して、Sendボタンを押すとUDPパケットが当該 PCから送信されます。1秒以内に
自分宛にUDPパケットが返信されれば、ReceiveMessageテキストボックスに表示され
ます。上の表示例では、自作のNTPサーバーに時刻問合せのUDPパケットを送信した時
の様子です。
　送信可能なデータはASCIIコードで、デリミタとして LF/CR/CR+LFまたは無しをし
てすることができます。VisualStudioCommunity2019を用いてVisualBasicで作成しま
した。ソースコードは次の通りです。たったこれだけです。
'project name: TestUDPgateway
'File name Form1.vb
'Test tool for the device which resepond to UDP
'author H.NAMVA JH4ADK created on 2023.11.19
Imports System.Text
Public Class Form1
    Private Sub btnSend_Click(sender As Object, e As EventArgs) Handles 
btnSend.Click
        'Make UDP client
        Dim objSck As System.Net.Sockets.UdpClient
        Dim ipAny As System.Net.IPEndPoint =
            New System.Net.IPEndPoint(System.Net.IPAddress.Any, 0)
        objSck = New System.Net.Sockets.UdpClient(ipAny)
        'Send message to specified IPaddress and port
        Dim sdat As Byte() = New Byte(100) {}
        Dim strMsg As String = tbSend.Text
        If rbLF.Checked Then
            strMsg += vbLf
        ElseIf rbCR.Checked Then
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            strMsg += vbCr
        ElseIf rbCRLF.Checked Then
            strMsg += vbCrLf
        End If
        sdat = Encoding.UTF8.GetBytes(strMsg)
        tbRecv.Text = ""
        objSck.Send(sdat, sdat.GetLength(0), tbIPaddress.Text, tbUDPport.Text)
        Try
            'Receive message as reply
            objSck.Client.ReceiveTimeout = 1000 '1sec
            Dim rdat As Byte() = objSck.Receive(ipAny)
            Dim strDT As String = Encoding.UTF8.GetString(rdat)
            tbRecv.Text = strDT
        Catch ex As Exception
            'MsgBox("exection occured during receive, timeout")
        End Try
    End Sub
End Class

11 月 20 日　やっと出来たよ！PR0T

　先週金曜日の朝からQRVしていた PR0T Trindade Is.ですが、ハイバンドのコンディ
ションが今一つだったので、なかなか苦戦しました。金曜日の12mFT8は全くデコード
できませんでしたし、土曜日の17mFT8はデコードできましたが、QSOには至りません
でした。日曜朝の30mFT8は強かったのですが、QSOできませんでした。こりゃあ駄目
か？と思っていたところ、日曜日の夕方に20mCWで弱いながらも入感していたので、
呼ぶのですがパイルアップが凄くて、どの周波数をピックアップしているのか全然分から
ない状況でした。そうしていると同時に10MHzFT8にも出ているというのでQSYしてみ
ると、変なノイズがあってデコードの邪魔になっていましたが、その内にノイズがなくな
りちゃんとデコードできるようになりました。気合を入れて呼んでいると、やっと応答が
ありました。気を良くして再び 20mCWでピックアップしている周波数を見極めて呼ぶ
と応答がありました。やったぜ！月曜朝には 80mSSBと30mFT8に出ていたようですが、
午前 9時頃にはQRTした模様です。 
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　この3日間は天気が芳しくなかったこともあり、無線小屋に籠ってワッチしながらプロ
グラミングをして過ごしたので、なんとか念願叶ってQSOできました。今回のDX ペ
ディションのQSLは LoTWでコンファームできる予定なので、過去にQSOしてコン
ファームしていた虎の子のQSLカードが日の目を見ることが無くなりそうです。少し可
哀そうなのでスキャナーでデジタル化してみました。1988年10月10日に14MHzSSB
でQSOしたものです。実に35年も前の事です。QSLカードに書いてあるように、この
時も海軍の要員交代のための航海に便乗したようで、しかも運用時間はたったの36時間
だったようです。よくもまあ、こんなのとQSO出来たもんだと今更ながら感心します。
しかも SSBで！ 
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11 月 21 日　Yemen の QSL カード

　今朝、PR0Tや7O8AD/AEおよび TJ9MDなどのOQRSを利用してQSLを請求しまし
た。昨日のブログでは、PY0T(Trindade Is.)の昔のQSLカードを掲載しましたが、7O
（Yemen)も同様に LoTWでコンファームできれば日の目を見なくなる虎の子のQSL
カードが1枚だけあることを思い出しました。これも名残惜しいので、デジタル化しまし
た。 
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　1990年 5月27日に14MHzSSBでQSOしたもので、クウェートのグループによる
DX ペディションによるものです。この際、「カードは持っているけど LoTWでコン
ファーム出来ていない」レアカントリー（合計17エンティティー）のQSLカードもデジ
タル化しておこうと思います。以下にDXCC No.1への切り札とも言える17エンティ
ティーのリストを示します。 
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11 月 22 日　量産する時の工夫

　アンテナを製作するための部品を3D プリンタで量産しています。設計のダメだしがで
きたら、量産です。Creality K1は高速にプリントできるので、量産も楽にできます。
ベッドやノズルを予熱するために10分位かかるので、一つずつプリントしていたのでは
非効率です。かと言って、あまり沢山プリントすると、途中で失敗したら全部ダメになっ
てしまい材料と時間の無駄なので、1時間か2時間で終わる程度の数をまとめてプリント
すると良いと考えています。
　失敗の原因は、ベッドへの定着の悪さに起因するものが多いので、定着が良くなるよう
にノズルやベッドの温度などのパラメータのチューニングが必要です。私は定着を良くす
るために、ブリムを付けていますが、ブリムが重なるようにプリントするオブジェクトを
近づけて配置します。こうすることで、複数のオブジェクトがブリムを介して一塊になる
ので、よりベッドへの定着が良くなります。

11 月 23 日　4W8X Timor Leste, 2m EME で苦戦

　一昨日、昨日の夜は続けて EMEにチャレンジしました。4W8XのDX ペディション
チームがHF 帯を賑わせてくれていますが、160mから 6mまで既にコンファーム済みな
ので食指が動きません。時折、呼んでみることもあるのですが、1週間程前に偶々
Clublog Livestreamを見る機会があって、2mにオンエアしているのを見かけました。
その時は、DGRDが悪かったのと月没しかかっていたので、ワッチすらしませんでしたが、
ここ二三日は EMEのコンディションが良いのでお月見をしていました。一昨日は町内の
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ハム友が70㎝バンドで 4W8XとQSOできたようで、とても喜ばれていました。一昨日
は2mに 4W8Xは出てきませんでしたが、昨日は午後 10時半頃になってN0UKチャット
に出てきました。
　最初は144.120MHzでCQを出すとのアナウンスがあったので、ダメだこりゃ！と
思ったのですが、直ぐに144.145MHzにQSYすると訂正されたので、胸を撫で降ろしま
した。何しろ私の設備では144.120MHz近傍にノイズがあってホワイトアウトしてしま
うのです。気合を入れてワッチしていましたが、午前1時頃に月没するまで 4W8Xの信
号をデコードすることはできませんでした。この間、MAP65とWSJT-Xの両方でワッチ
していました。以下にMAP65のスナップショットを示します。ヨーロッパの局が沢山呼
んでいました。日本の3エリアの局もデコードできていますが、地上波です。

　ClublogのGeoPropagationで調べてみると、今朝までに 4W8XとQSOできた日本の
局は、2mで 5 局、70㎝で 6 局、23㎝で 4 局とのことでした。EMEの道は厳し～い！ 
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11 月 24 日　432MHzEME 用 23 エレ八木の SWR 測定

　11月上旬に製作して以降、農作業やDXハンティングが忙しくて放置していた
432MHzEME用23エレ八木アンテナの SWR測定をVNAuhfを使って行いました。今回
の見どころは、2本のアンテナでどの程度の差異がでるのかという点と、アンテナの高さ
による違いがどの程度なのかという点です。
　まず、無線小屋の前でビールケースなどを使ってアンテナを 90㎝位の高さに設置して、
1本目と2本目のアンテナの SWRを測定しました。
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　ANT-1は 432.0MHzで SWR=1.16、ANT-2は SWR=1.26でした。なお、輻射器とQ
マッチは同じものを使いました。次に、ANT-1を約 2.5mの高さに取り付けて SWRを測
定しました。 
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　できるだけ周囲の金属類の影響を受けないように、FRP製のアンテナマストに取付けま
した。90㎝Hの時よりも、広い帯域で SWRが低くなっています。2本のアンテナの
SWRは少し違いますが、素人の工作精度では、この程度のバラつきは仕方ないのかもし
れません。この程度の差異ならOKとすることにします。一方、高さ 90㎝と2.5mとで
は多少 SWRが変化しますが、ラフな動作確認をする場合には 90㎝程度の高さで良いとい
うことが分かりました。90㎝といえども、432MHzでは1.3波長位あるわけですから、
14MHz 帯だったら25mHに匹敵します。 
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11 月 25 日　CQ WW contest CW

 今朝 9時から月曜日朝 8時 59分までの 48時間にわたり、CQ WW コンテスト（CW 部
門）が開催されるので、参加しています。一日中無線小屋に籠って、椅子に座っていたの
で、お尻が痛くなってきました。慣れない姿勢は辛いです。
　太陽黒点数が180近くになっていて、ハイバンドのコンディションは良い感じなので、
昼間は21/28MHz 帯で遊びました。夕方 6時頃まで28MHzは EUが開けていたのですが、
夕食を済ませて再び無線小屋にやってくると静かになっていました。夜になると7MHzが
賑やかになりました。14MHzは今一つでした。今朝、未明はお月見をしていたので、夜
9時にもなると眠くなってきたので、そろそろ今日はQRTします。今朝からの12時間で
約 400QSOできました。今回は1000QSOできるかなぁ・・・

11 月 26 日　ARRL EME contest

　CQ WW contest CWと時を同じくしてARRL EME contestが開催されています。私
は前者のコンテストに毎年参加しているので、後者のコンテストには一度も参加したこと
はありません。昨夜 9時に就寝したので、尿意を催して午前3時頃目が覚めたのを機会に
床を抜け出して無線小屋に行きました。空を見上げると月が黄皓と輝いていて、月没まで
には未だ時間がありそうだったので、ちょっとだけARRL EME contestを様子を見まし
た。コンテストの掛け持ちをする余裕はないので、ちょっと見るだけです。
　コンディションを示す指標であるDgrdは-3.1dBなので、良くも悪くもなく中ぐらい
です。SM5CUIのMT_logを開くとN0UKチャットに大勢の局が参加していることが分
かりました。やはり EME コンテストなので賑やかにやっているようです。アンテナを月
に向けてMAP65で2mバンドを見渡すと、次のようにCQなどのメッセージを確認でき
ました。
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　EA6VQとは未 QSOなので、ちょっとだけ呼んでみましたが、やはりコンディションの
せいなのか応答はありませんでしたので、月没を待たず早々にシャットダウンしました。
　LiveCQを見ると、沢山の局がリストされていましたが、MAP65のバンドマップでも十
分役に立ちそうです。以前は、N0UKチャットをメモして誰がどこでCQを出しているの
リストを作っていましたが、その後 LiveCQの存在を教えてもらいました。しかし、
LiveCQは他力本願なので、スポットしてくれる人が居ないと役に立ちません。MAP65は
自前でリスト作成（マッピング）できるので EME コンテストの時などには大いに役立ち
そうです。これは、CQ WW contest CWにおいて、自前のアンテナと受信機でCW 
Skimmerを使ってマッピングしているのと似ています。

11 月 27 日　CQ WW contest CW を終えて

　今朝 9時で 48時間に及んだCQ WW Contest CWが終わりました。コンテスト期間中
はバンドじゅうで聞こえたCWの信号がほぼゼロになりました。いつものことですが、祭
りの後の寂しさを感じます。
　今年はサイクル25のピークも近いこともあり、太陽黒点数が150前後と高かったので、
ハイバンドのコンディションは絶好調でした。かと言って、ローバンドが低調かというと、
そうでもなくて 80mバンドも賑わっていましたし、40mは夜間のメインバンドでした。
15mや10mでは北米やヨーロッパの信号がローカル局並に強力に入感していて、CQを
出すと同時に沢山の局から呼ばれて嬉しい悲鳴を上げていました。
　160mから10mまでの 6バンドにQRVして、1228QSOs/137Zones/295Countries
という状況でした。嗚呼面白かった！！
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11 月 28 日　チェーンソーの手入れ

　道端に生えている直径 30㎝位のドングリの樹を伐ろうと思って、ガイドバーが 45㎝の
大きなチェーンソーを持ち出しました。久しぶりなので、エンジンをかける前にお呪いを
施すために、空気吸入口を探していたところ、フィルターが相当汚れていることに気付き
ました。いつも、遣いっ放しなので、今日はじっくり手入れすることにしました。ブラシ
で掃除して、仕上げにパーツクリーナーで汚れを洗い流しました。
　その後、1本だけ樹を切ったところ、風が強くなり、時雨れてきたので、木を伐る作業
は止めにしました。チェーンソーの切れ味が今一つだったので、ソーチェーン（チェーン
ソーの歯）を購入しました。何しろ10年程前に中古で購入した機械ですが、ソーチェー
ンを交換するのは初めてです。適合するソーチェーンの型式を調べて、ネットの注文しま
した。

11 月 29 日　充電式アースオーガーでブドウ園を深耕

　農業大学校の同期生である Kanちゃんの影響を受けて、私もマキタの充電式アース
オーガーを購入しました。アースオーガーというのは、ビルなどの建築にあたり地盤にコ
ンクリートパイルを打ち込むために地中に穴を掘る巨大なドリルのことですが、それのミ
ニチュア版で、ちょっと大きめのドリルのようなものです。リチウム電池で動作するよう
になっているので、電動でかつコードレスです。エンジン式のアースオーガーというのも
あるみたいですね。
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　今から7～8年前には、小型のバックホーを借りてブドウの棚下を深耕したことがあり
ます。それも 4年位続けて毎年のようにやっていましたが、やがてブドウの樹が成長する
につれて、根を切断してしまう頻度が高くなり、こういうのは如何なものかと思って止め
てしまいました。なので、久々の深耕作業です。アースオーガーで深耕するのは初めてな
ので、やり方についてネットで色々調べてみましたが、色んなやり方があるみたいです。
そこで、私なりの作業手順を考えてみました。
　1)幹との距離は2m程度とする。
　2)2つの方向に穴を複数掘り、穴を繋げて溝状にする。2つの方向とは東と西というよ
うに180度異なる方向だ。
　3)今年は東と西に、来年は北と南、再来年は北東と南西、その次は南東と北西の方向と
する。
　4)4年で1週するので、1年分は2方向で 90度。なので、1方向分は 45度とする。
　5)直径 2mの溝を 4年かけて掘る。溝の全周は2*2*3=12m
　6)1方向の弧の長さは、(12/4)/2=1.5m
　7)アースオーガーで穴を10～12個掘って、スコップで穴を繋げ、幅約 50㎝の溝を掘
る
　8）溝には完熟堆肥と土を交互に少しずつ埋め戻して、シンボルエースという土壌改良
剤も混和する
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11 月 30 日　太陽活動が活発でハイバンドが絶好調

　一昨日の朝、10m/FT8で TO9W(Saint Martin)が-4dBと強力に入感していバンド
ニューをゲットできました。昨日の朝は、10m/SSBで P4/WE9VとQSOできて、これ
もバンドニューでした。今朝は、P4/WE9Vが10m/FTで-1dB/9streamsで入感してい
て、簡単にQSOできました。TO9Wは12m/FT8で-3dBと強力でした。PJ7PLも-7dB
で入感していて、呼ぼうかと思っていたところ、J35X(Grenada)が-20dBと弱く入感し
ていましたので、四五回呼んだところで応答がありました。ハイバンドが絶好調でバンド
ニューが続々とゲットできています。 

　11月25日26日のCQ WW contest CWのあたりからハイバンドのコンディションが
良いとは気づいていましたが、その後も良好なコンディションが続いています。太陽黒点
数と、太陽X線強度（太陽フレア）の推移を調べてみました。なるほど・・・ハイバンド
の好調さとの相関が見て取れます。 
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